
2月 も半ばを過ぎ,先生を定年で東京大学から

お送 りする時期が迫ってきました。 しかし,毎 日

夜遅 くまで精力的に研究をされている先生のお姿

を拝見すると,なかなかその実感がわきません。

速水先生は昭和36年 に大学院博士課程を修了され

た後, 日本学術振興会の特別研究員を経て,昭和

37年 に九州大学理学部地質学教室の助手になられ

ました。私が先生に初めてお目にかかったのは,

同大学大学院修士課程に進学 した昭和46年 4月 の

ことでしたが,昭和48年 に東京大学総合研究資料

館の助教授として転任されるまでの 2年間,進化

古生物学の基礎や研究者としての心構えなど実に

多 くのことをご指導いただきました。また昭和61

年に本学に転任 してから以後 も,折に触れ研究 。

教育面でご助言いただき,深 く感謝 しています。

速水先生は当時普及 していた少数標本に基づ く化

石種の記載分類学的研究に疑間を持ち,化石 とい

えども集団を単位とした変異や成長の解析を基礎

として,進化や系統分類の研究にあたらねばなら

ないとする考えをいち早 く導入されました。そし

て,「 アロメ トリーと個体変異の解析」,「不連続

変異の重要性 と古遺伝学の可能性」,「化石帯の進

化学的解釈」などの画期的論文を次々と書かれ,

我が国における集団古生物学の基礎を築かれまし

た。当時,速水先生や私は古生物学講座ではな

く,層序学講座に所属 していましたが,速水先生

の研究室では,層序学・古生物学両講座の大学院

生や学生が頻繁に訪れ,深夜に渡るまで議論が沸

騰 し,「速水スクール」 と称 されました。同ス

クールからは,小澤智生 (現名古屋大学助教授)

。大塚裕之 (現鹿児島大学教授)。 平野弘道 (現

早稲田大学教授)。 松隅明彦 (現 九州大学助教

授)な どの方々が巣立っていきました。

速水 格先生のご退官によせて

棚 部 一 成 (地質学専攻)

昭和59年 には資料館から理学部地質学教室の教

授へとなられました。先生のご研究は主に二枚貝

類を対象としていますが,個別の現象にとどまら

ず,系統分類学 。進化学・機能形態学 。生物地理

学などに深 く踏み込んだ包括的で革新的な論文を

内外の学術誌に数多く書かれています。そのご業

績が国際的に高 く評価されていることは,い くつ

もの国際誌の Editorial boardに ノミネー トされ

ていることからもわかります。中でも,資料館時

代にまとめられた二枚貝の一種ヒヨクガイの自然

史と進化についての総括論文は,先生の代表作の

ひとつといえると思います。最近では,資料館時

代の教え子である加瀬友喜博士 (国立科学博物

館)と 共同で,琉球列島の海底洞窟から発見され

た原始的軟体動物群の分布調査や分類学的研究を

精力的に行っており,そ の成果の一部は昨年末に

資料館の研究報告にまとめられました。

学会の会長や評議員などの活動で多忙な毎日で

も,速水先生は学生・院生の論文に丁寧に目を通

され,研究方針に対 しても親身に成って議論 じ指

導に当たられました。先生の基本的指導方針は,

各人の個性を尊重し潜在的能力を引き出すことに

あるように思います。従って,教え子の研究テー

マは数理的解析に基礎を置 く研究から野外での観

察に重点を置 くものまで多岐にわたり,扱 う対象

も化石から現生生物までさまざまで した。 しか

し,観念的議論や他人の資料のコンパイルに基づ

く研究は嫌われ,フ ィール ドワークや一次データ

を集めることの重要性を常日頃指摘され, 自らも

これを実践 してこられました。東京大学へ移られ

てからも,こ のような創造性を大切にする「速水

スクール」から,多 くの優れた門下生が育ってい

きました。
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